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１ 全会計の決算状況 

一般会計の歳入決算額は、表1 のとおり、233 億円で前年度より37 億円（13.5％）の減となりました。 

一般会計の歳出決算額は、213 億円で前年度より40 億円（15.9％）の減、実質収支は19 億円で前年度 

より3 億円（19.1％）の増となりました。 

特別会計全体の歳入決算額は、114 億円で前年度より 8 億円（7.7％）の増となりました。特別会計全体

の歳出決算額は、108 億円で前年度より 7 億円（7.4％）の増、実質収支は 6 億円で前年度より 8 千万円

（14.4％）の増となりました。 

企業会計である水道事業会計の決算は、表２のとおり、当年度純利益が7 千万円、当年度未処分利益剰余金

が10 億7 千万円となりました。 

 

表1　一般会計及び特別会計の決算状況 （単位：千円）

歳入歳出 翌年度

差 引 額 繰越財源

Ａ Ｂ Ｃ（Ａ－Ｂ） Ｄ Ｅ（Ｃ－Ｄ）

23,310,696 21,259,461 2,051,235 129,032 1,922,203

農 業 公 園 事 業 207,727 180,939 26,788 0 26,788

国 民 健 康 保 険 5,212,396 4,853,749 358,647 0 358,647

後 期 高 齢 者 医 療 833,243 829,215 4,028 0 4,028

介 護 保 険 3,225,023 3,107,135 117,888 0 117,888

農業集落排水事業 347,332 308,241 39,091 0 39,091

下 水 道 事 業 1,611,631 1,525,339 86,292 0 86,292

小 計 11,437,353 10,804,619 632,734 0 632,734

34,748,049 32,064,080 2,683,969 129,032 2,554,937

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。
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表2　企業会計の決算状況 （単位：千円、税抜き）

区　　　　　　分 水道事業

収 益 的 収 入 970,852

収 益 的 支 出 896,737

当 年 度 純 利 益 （ △ 損 失 ） 74,115

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 （ △ 欠 損 金 ） 448,891

当年度未処分利益剰余金（△未処理欠損金） 1,070,693

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。  
 

収 益 的 収 入・・・ サービスの提供の対価としての料金収入を主体とする「営業収益」、受取利息・他会

計補助金等の「営業外収益」及び固定資産売却益・過年度損益修正益等の「特別利益」

からなります。 

収 益 的 支 出・・・ サービスの提供に要する人件費・物件費・減価償却費等の「営業費用」、支払利息等

の「営業外費用」、固定資産売却損・過年度損益修正損等の「特別損失」及び「予備費」

からなります。 

前年度繰越利益剰余金・・・ 前年度の繰越金から基金積み立てや取り崩しによる増減を加味したものです。 

当年度未処分利益剰余金・・・ 前年度繰越利益剰余金に純利益を加えた額になります。 


